
●より充実したページ作りのため、予定企画を変更することがあります。

小さな子どもたちの集中力に合わせたページ数と文字数で、
日本と世界の名作をお届け！

角が丸くて安全！

小さな子どものための 名作シリーズ

あかずきんちゃん、
どこへ　いくの
あかずきんちゃん、
どこへ　いくの

文／岡 信子　絵／はっとりななみ
あかずきん

おじいさん　ころりん　
すっとんとん
そこは　ねずみの　くにでした。

おむすびころりん
文／長崎桃子　絵／上原ユミ

文／岩倉千春　絵／杉田香利

3びきの　くまは　
さんぽに　でかけました。

3びきの　くま

定価：430円
（本体391円＋税10％）

桃から生まれた桃太郎が、
鬼が島へ鬼退治に行きます。
前へ前へと進む物語です。

ももたろう
文／長崎桃子　絵／林 るい

文／長崎桃子　絵／林 るい
ももたろう

桃から生まれた桃太郎は、強く勇敢な男の子
に育ちました。そして鬼が島へ、犬と雉と猿
を率いて鬼退治に出かけます。

文／岡 信子　絵／はっとりななみ
あかずきん

おばあさんの家へお見舞いに行く途中、森で
おおかみに出会った赤ずきんちゃん。おおか
みの悪だくみから逃れられるでしょうか。

文／長崎桃子　絵／上原ユミ
おむすび ころりん

おじいさんが昼ごはんに食べようとしたおむ
すびが、ころころ転がって穴に落ちてしまい
ます。穴の中は、ねずみたちの家でした。

文／岩倉千春　絵／朝倉めぐみ
きたかぜと たいよう

旅人を相手に、北風と太陽が力比べをはじめ
ます。旅人の服を脱がせることができたのは
…。イソップ物語の代表的なお話です。

文／高橋尚子　絵／伊藤香奈
うみの みずは なぜ からい

文／岩倉千春　絵／杉田香利
3びきの くま

朝、散歩に出かけた3びきのくま兄弟。とこ
ろが留守の間に女の子が迷い込んでしまい、
食事もベッドも大変なことに…。

文／ちせまゆこ　絵／たちもとみちこ
さると かに

ずる賢い猿が、素直なかにを騙して殺してし
まいます。かにの子どもは、臼、蜂、どんぐり、
牛のくそと一緒に敵討ちへ行きます。

文／高津美保子　絵／コンノユキミ
ブレーメンの おんがくたい

家を追い出されてしまった、ろばと犬と猫と
雄鶏。４匹はブレーメンで音楽隊に入ろうと、
旅に出ることにしました。

文／ぬまがみなこ　絵／さこももみ
じゅうにしの はじまり

昔々、神様が動物たちに新年のあいさつに来
たら、先着順に一年のリーダーにすると言い
ました。十二支の由来がわかるお話です。

文／渡辺節子　絵／まなかふみこ
てぶくろ

雪の森の中に落ちていた片方だけの手袋。そ
こへねずみが入り、うさぎが入り…と次々に
動物がやってきます。

文／岡 信子　絵／川浦良枝

若者が罠にかかった鶴を助けた数日後、美し
い娘が家にやってきます。毎晩、布を織る娘
の正体は、助けてもらった鶴でした。

文／岡 信子　絵／西内としお
おおきな かぶ

おじいさんが育てたかぶが、大きく大きくなっ
て…。抜けないかぶを引き抜こうと、家族み
んなで力を合わせる、ユーモラスなお話です。

回せばいろいろなものを出すことができると
いう宝の臼。臼が海に沈んで塩を吹き続けて
いるので、海の水が塩辛いというお話です。

つるの おんがえし

20 21●より充実したページ作りのため、予定企画を変更することがあります。

小さな子どもたちの集中力に合わせたページ数と文字数で、
日本と世界の名作をお届け！

角が丸くて安全！

小さな子どものための 名作シリーズ

あかずきんちゃん、
どこへ　いくの
あかずきんちゃん、
どこへ　いくの

文／岡 信子　絵／はっとりななみ
あかずきん

おじいさん　ころりん　
すっとんとん
そこは　ねずみの　くにでした。

おむすびころりん
文／長崎桃子　絵／上原ユミ

文／岩倉千春　絵／杉田香利

3びきの　くまは　
さんぽに　でかけました。

3びきの　くま

定価：430円
（本体391円＋税10％）

桃から生まれた桃太郎が、
鬼が島へ鬼退治に行きます。
前へ前へと進む物語です。

ももたろう
文／長崎桃子　絵／林 るい

文／長崎桃子　絵／林 るい
ももたろう

桃から生まれた桃太郎は、強く勇敢な男の子
に育ちました。そして鬼が島へ、犬と雉と猿
を率いて鬼退治に出かけます。

文／岡 信子　絵／はっとりななみ
あかずきん

おばあさんの家へお見舞いに行く途中、森で
おおかみに出会った赤ずきんちゃん。おおか
みの悪だくみから逃れられるでしょうか。

文／長崎桃子　絵／上原ユミ
おむすび ころりん

おじいさんが昼ごはんに食べようとしたおむ
すびが、ころころ転がって穴に落ちてしまい
ます。穴の中は、ねずみたちの家でした。

文／岩倉千春　絵／朝倉めぐみ
きたかぜと たいよう

旅人を相手に、北風と太陽が力比べをはじめ
ます。旅人の服を脱がせることができたのは
…。イソップ物語の代表的なお話です。

文／高橋尚子　絵／伊藤香奈
うみの みずは なぜ からい

文／岩倉千春　絵／杉田香利
3びきの くま

朝、散歩に出かけた3びきのくま兄弟。とこ
ろが留守の間に女の子が迷い込んでしまい、
食事もベッドも大変なことに…。

文／ちせまゆこ　絵／たちもとみちこ
さると かに

ずる賢い猿が、素直なかにを騙して殺してし
まいます。かにの子どもは、臼、蜂、どんぐり、
牛のくそと一緒に敵討ちへ行きます。

文／高津美保子　絵／コンノユキミ
ブレーメンの おんがくたい

家を追い出されてしまった、ろばと犬と猫と
雄鶏。４匹はブレーメンで音楽隊に入ろうと、
旅に出ることにしました。

文／ぬまがみなこ　絵／さこももみ
じゅうにしの はじまり

昔々、神様が動物たちに新年のあいさつに来
たら、先着順に一年のリーダーにすると言い
ました。十二支の由来がわかるお話です。

文／渡辺節子　絵／まなかふみこ
てぶくろ

雪の森の中に落ちていた片方だけの手袋。そ
こへねずみが入り、うさぎが入り…と次々に
動物がやってきます。

文／岡 信子　絵／川浦良枝

若者が罠にかかった鶴を助けた数日後、美し
い娘が家にやってきます。毎晩、布を織る娘
の正体は、助けてもらった鶴でした。

文／岡 信子　絵／西内としお
おおきな かぶ

おじいさんが育てたかぶが、大きく大きくなっ
て…。抜けないかぶを引き抜こうと、家族み
んなで力を合わせる、ユーモラスなお話です。

回せばいろいろなものを出すことができると
いう宝の臼。臼が海に沈んで塩を吹き続けて
いるので、海の水が塩辛いというお話です。

つるの おんがえし

20 21


